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続山陰における石見と出雲の陸水エビ類

上　　田　　常　　一

Kamlta，T－Supp1ementa収Notes　on　the　Freshwater　Shr1mps　from
　　the　Iwam1and．Izumo　D1str1cts　of　San－m　Pro∀mce，Japan

　　　　　　　　　　　　　　　　　緒　　　　言

　筆者は，山陰における陸水エビ類の分類学的ならびに分布学的研究の一部として，さぎに

（1951），石見と串雲における研究を本論集第1号（P71～82）によつて公表し陸水エビ

類として，ヌマェビ科の肋〃桝oo妙欄8α，批ooα棚伽α6θ肋脇肋α，Cα棚肋σ肋oos肋σ，

α畑0〃肋，α5鮒励伽8”8伽醐2の5種と，’テナガエビ科の乙θ肋伽如鮒肋郷，L

ノψo肋㈱，肋肋㈱o〃o惚伽s，肋ム彬鋤o〃㈱ゐの4種を扱つた。ご牝らのうち，α5θ一

榊肋08肋8居o伽砿は，当時1薪亜種として筆者が初めて記藪し杷ものである。

　本文にお〉・ては，主として，その後に〉・テこつて筆者が採集調査せる事実ならびに考究せる

分布上の所見を述べて，石見と出雲における陸水エビ類のファウナや分布諭の正鶴を期せん

’とするものであり，あわせて，今同は島根におげるそ牝ら利用の一般につv・て筆を加える。

　　　　　　　　　　　　　　　　種に関する記載

　　　　　　　　　　　Fam11y　Aty1dae　KINGsLEYヌマェビ科

　　　　　　　　　　　　1．月㈱桝oo妙〃ssα（DEHAAN）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　ヌ　　カ　　ェ　　ビ

　額角歯数の変異1前回は，右見と出雲から採集したものを混合しテこ137個床について，そ

牝ら額角歯数の変異を報じたのであつたが，ごごに，松江市堀川の一箇所から同時に採集し

牝（23／x，1952）249個体につ〉・て測定し牝結果は，第1表の通りである。ご牝からRo＄

　　　　　　第1表松江市堀川産肋〃肋ω〃伽棚αの額角歯数の変異を1示すQ
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（）せるは谷，せぎるは♀の個体数を示す。

＊漁業者が言つているヌカェビは，！、肋〃眺伽炊脇伽8すなわちイサザブミのことで，

て塩辛に製する。

中海でと加



舘

　　　　　　　　　　　　　　　13～26　　　　　19　　　　　工9．55土1．05
tra1formu1aとして，Range　　　　　，Mode　　，Mean　　　　　　　が得ら牝る。ご
　　　　　　　　　　　　　　　O～4　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　2．08土O．08

れらの値を前同の混合群のそ牝に比べると，Modeにおいては全く一致する。

　分布1本州・四国1九州に広く分布するもので，太平洋側においては，北は陸奥湾に臨

む青森県野辺地から，日本海側では，筆者が報じ牝もののほ1かに，新潟県村上から採集さ牝
　　1）
ておる。近似の亜種P00〃炊棚〃妙榊肋が，本州の中部地方以北に1分布する。
　　　　　　　　　　　2．　ハ修ooα〃6ダ〃α6θ〃肋o〃肋玄α（DE　HAAN）

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミナミヌマェビ

　分布：本種は石見地区ではきわめて普通であるに反し出雲地区にお〉・ては，わすかに

飯石郡の頓原1赤名の如く，甫に伸びて石見地区に接する甫部水域にのみ見られ1る。頓原・

赤名節申戸川（全長8τ3km）の最上流に位するから，この川の流域なる簸川郡下に亙つて

〉・るやに思われるが，未だ採集さ牝ていない。本州中部以甫から九州にかけて分布するよう

に報ぜら牝ているが，おそらく，四国でも採集さ牝るであろう。　国外では，D0FLEIN氏に

よつて北京加ら，久保博士によつて近似の亜種！V：．狛〃肋〃肋3肋㈱おが上海・琉球・台

湾から，1V：．伽肋〃肋后o榊舳が釜山から報ぜられている。この冶o〃脇σと石見の”鮒

肋〃α肋のあるものとの区別が明確を欠ぐことは前回述べている。

　　　　　　　　　　　　　3．　Cα〃∂カ¢αZθ〃o08〃oαSTIMPs0N

　　　　　　　　　　　　　　　　　ミゾレヌマェビ＾

　額角歯数の変異：前同は，石見1出雲で採集さ牝てv・ブこ標本が甚た少なかつたナこめに，そ

のRostra1formu1aの如きも，他地方のそれと比較するに値しなかつたのであるが，その

後，筆者は次の計58921♂を採集し牝。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　石見地区　　益田川r大橋の下岸），11912♂。出雲地区　　宍道湖，9？；白太川，29；

講武川，1♀2♂；玉，造川，35早7♂。

　本種の額角上縁歯は，多数歯よりなる主部のぼかに，分離歯と称し額角の先端に1～3噛

を有するを特徴とするが，主歯と分離歯との間に中間歯とも称すべき1歯を有するものが稀

でなv・。益田産は23個俸中2♀4♂が中間歯を有し玉萱産は42個庫中ユ5♀がそれを有す

る。そこで，前同の標本をも合せて，74♀28♂計102個床の額角歯数の変異を示せば，第

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17～29
2表のとうりである。こ牝によつて，Rostra1formulaとしてRange　　　　，　Mode
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5～17
20　　　　　　　　　21．76土O，48

　　，Mean　　　　　　　が得ら、牝るが，これを，目本の太平洋倶ゆ50個榊〔ついて得
　88．92土O．16
　　　　1）　　　1も（’23　　　　　20　　　　19．8土O．23
ら牝ているR　　　　，Mo　　，1M　　　　　　に比べると，上縁歯数のModeに　　　　　　　　6～孝2　　　　’　12　　　’　10．3士α46

お〉・ては全く一致する。

　生時の色彩：玉造川で採集し牝（3／xI，1952）もののうち，129は体全長（額角を含み）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊＊
34～40mmあり，色彩はV・すにも濃ソ・黒褐色を帯びておるが，♂ではかようなものは兄あ

たらない。なお，26個俸は幼く全長15～19mm。のもので，第二腹肢の雄性突起の有無に

上つて23？と3♂に識別さ牝仁が，ご牝らはお毛らく本年艀叱し牝もので，それら♀の中

には該突起の未だ生ぜざる性的未分化の♂が含ま牝てるにちがいないと思わ牝る。

　辛　湖岸の洪佐太およびその附近から，尭松江のM魚店に集荷さ加たテナガコニビに混じていたものを

探し串した。

＊＊　ヌマェビ科の中には，この色のエ亨がよく混在していて・美濃郡下ではそれを1トウスケあるいは

　トウスケエビと呼んでいる。（矢富熊一郎氏談）
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第2泰　右見拍よび出雲産C肋脇αZ吻608伽αの額角歯数の変異を示す。
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　　　　　　　　　　　（）せるは谷，せぎるは字の個体数を示す。

分布1本州・四国1九州に広く分布する。本州に為ける分布に閲しては，さいしよ，本

州中部以甫の太平洋斜面に塔く分布するように思わ牝て，採集地も静岡県下田以北に及ばな
　　　　　　　　2）　　　　、　　　　、　　．　　一　、　ユ）
かつ牝のであるが，その後日本海鰯は、新潟県村上から報ぜら牝，そ牝に筆者の採集をもつ

てす牝ば，周本海斜酉恒も広く分布するごとが明である。国外では琉球1台湾に分布する。

　　　　　　　　　　　　　41Cα棚伽りψo〃肋DEMAN
　　　　　　　　　　　　　　　　ヤマトヌマ土ビ

額角歯数の変異：元島根師範学校郷土研究室に保管してあつた穣本の申に，申村幸氏が

2596年8月28日美濃郡匹見川で採集せら牝た地方名ヵワェビ（詳紬不明）とラベルに記

さ牝てあるものを見串し，つ〉・て検するに，そは明に本種と同定すべきもので，全長40皿㎜

内外の93個あり，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15No．1（抱卵），額角は第二触角柄の末端に達しその額角歯は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　22No．2（抱卵），額角長は同上，額角歯は
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
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　　　　　　　　　　　　　　　　　ig
　Nα3、額角長は同上；額角歯は
　　　　　　　　　　　　　　　　　10
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12～ユ9
これらの歯数は，前回報ぜる石見産19個俸につ〉・てのRange　　　　の中にだいたい
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4～12
包含さ牝る。

　分布1本州甫半1四国に分布するごとが知ら牝ておるが，おそらく，九州からも採集さ

れるであろう。因外では沖縄にも産する。本州では，従来わすかに和歌山県田辺から，四国

では高知県寵河洞から報ぜら牝ているが，四国のものはαプψ0〃肋8汲0肋㈱たになつ
　　1）
ておる。8狛0肋鋤8兆はおそくら原種の個体変異に属せしむるがよかろう意味のことを，筆

者は前回報じておる。

　　　　　　　　　　5．　Cα〃〃〃α8θググ励〃08かゐ后o加ダα2KAMITA

　　　　　　　　　　　　　　　コテラヒメヌマヱビ

　額角歯数の変異・前回報じたる国府町下附川産299に，その後（15／w，1952）益則1下

流（大橋の下岸）で筆者自ら採集した139（抱卵1個）9♂を加えて，51個庫につv・て額
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17～26　　　　　’　　23
角歯数の変異をみよう・第3表から・Rostr釦formulaはRange　4～9・Mode　6・

　　　　21．05±O．45
Mean　　　　　　，額角歯のうち頭胸甲上にあるものは，R5～9，Mo741土O09でち　　　　5．66土O．34

る。因に，筆者は隠岐の島後五箇村で採集中，中学生の手によつて（22／vII，1951）同村久

見から採集さ牝た生のエビ類の中に本種の抱卵せる19を見出し全長23．5mmあり，つい

　　　　　　　　　　　　　　13
て詳険するに，額角歯は8＋　　，尾節の後端
　　　　　　　　　　　　　　6

は半円形をなし剛毛数は16その最外側の1

対は短くて太v・。　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・、

　分布：本種はおそらく今後九州1四国でも　　　　　　　　　　　　　　　へ　　S

採集されるであろう。原種C8θ榊肋η3かゐは

セレベス島の甫のサラヤF島から沖縄に分布す　　　　ノ

る。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　器

　附記：益田川で採集の際はC．肋60s泌αと　　　　　　　　　、姜　　　　　　　竃

いつしよに入網したが・小寺学君が下府川で採　　　　　　　　　，l1、

集されたのをみても，やはσそ、牝が混入してい　　ノ　　　　　／

牝。こ牝ら’のエビが棲，嘗、環境を同じくする一つ　　2・　　　　　　・　洲＆

の証拠になる。　’　’　　一　　　　　　　　　　　　、諸；

　　F・血i1yP釦・・m・・id・・B…　テ　　．’榊．鰍．、徽　　燃

ナガービ科　　　　一・，‘燃’’榊
　　6　　Zθα〃∂θグカακク∂θ〃8（DE　HAAN）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　　　　ス’ヂェビ　　　・　　　・勇漬、

　分布：本州・四国・九州1北海道・国外は’　第ユ寓Cα棚伽鰍ノ6伽8肋s居o加〆切

檸太1干島・露領俗海州・朝鮮。支那。　　　　　　　　♂の第二腹陵（拡大／，Sは棒状

　　τ　L召肋∂卯ブ妙o〃6蜘0RTMANN　　　　　　　　　　突起，皿は雄性突起．

　　　　　　　シ　ラ　タ　ェビ

　額角歯数の変異：松江市北堀町の魚店で冬（29／xII，1952）購入せる200匁の中から額

角の破損せるものや崎形の如きものを除去して，362個庫について，額角の鶏冠状部と下縁
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第3表C〃肋刎鋤タ励伽3肋8肋θ肋の額角

　　　歯数の変異を示す。

（2）（3） （9）・

、／タ

　（）せるは谷，せぎるは字の個体数を示す。

第4表σ8θ〃α肋伽肋3肋㈱5の額角

　　上線歯数の変異を示す．

額角上に位すを歯数
1011 12 13 14 15 16 1718 合計

頭 5 1 1
胸

■ 一 一甲 6 1 2 2 5
上

＾ ｝ 一一一一｝に 7 2 4 6 6 3 1 22
位

舳一｝一一一一 一す 8 1 2 3 2 9 1 18
る

一｝』一一 一一一歯
数 9 4 1 5

一一一 一」＃ 一一含計 1 3 9 11 8 16 2 1 51

含計
第2図1二舳肋〃φo初o㈱に

　　　みられる額角の崎形，

　　　上より1と4は♀他は

　　　♂，いずれもad－u1tの

　　　もの、

の歯数の変異を性別に検し牝る緒

果は第5表の通りであつて，こ．牝

からRostral　formu1aは，Ran・

　　5～11　　　6　　　5．4土320
ge3～10・Mode了・Mean638土244が得ら牝る・改訂動物図鑑の第22ユ9図の説明

によ牝ばフ鶏冠状部の歯数は7～9下縁歯数は5～8とさ牝ておる。たおこのエビは額角の

末端に普通1箇の分離歯なるものを有するが，稀にそ札を欠ぐもの（362個体中16）や，

きわめて稀に2歯を有するもの（362個体中2）が見出さ牝た。体長（額角を除き）♀は

55～60皿m♂は45～501mmあり，こ牝に多分本年贈rヒ成長せるものと患わ札る25～40

mmの幼者を混じ多そ牝らはすでに性の分化がみら牝，すなわち，♂は1第；腹肢の内肢に

雄性突起（apPend1x　mascu11na）が顕著で，俸長（額角を除き）25～30mm，9は25～40

皿岨．ある・362個体を威幼別にすれば・成者は71♀192♂・幼者は65♀．34♂となり，＿♀

♂の個体数の割合が威幼で反対になつていることは注目に値するであろう。・

　額角の崎形1他種の動物にあつては，従来よくその崎形が報ぜら牝ておるが，エビ類にお

いてはこのことあるを筆者は未だ見ていない。第2図に紹介するものは，前述の材料から見

出さ牝たうち著しいものであるが，その上より3は別として他は崎形というよりは，．むし

ろ，破損によつて消失さ牝た部分が再生した後天的のものとみるが至当であろう。事実この

耳ビのように頬角の華だ長いものにあつて俸外傷をこうむることがよくあろであろ．うg
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第5‘泰工伽〃伽切0肋㈱の額角歯数の変異を示す・

額箪の鶏冠状部の歯数

3

5

（1）

（3）

6

1
（3）

3
（19）

7

1
（8）

8

（1）

11 合計

1
（4）

4
（31）

額

2
（8）

28
（61） 9

（52）
2

（7）

41
（128）

角一

下
6

7

8

3
（2）

37
（37）

10
（1）

3

22
（16）
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歯
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　　　　6合許
　　　（14）
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（121）

39
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7
（11）

1 136
（226）

（）せるは♂，せざるは♀の個体数を示す。

　生時の色彩：“体全体が白つぽい，第一触角鞭の外側のものは赤紫色を呈して美しい”と・

は，筆者が前回報じ牝ことであるが，このエビを宍道湖で漁カペ中の現場を調べるにおよん

で，生蒔の色彩はげつして白からす，すなわち，エビ類によく見うけら牝るうすい暗褐色の

体色で，体側には藍青色の顕著なる斑紋さえあり，外側の触角鞭のみならす，特異なる額角

もまた赤紫芭をおびて美じいのである。死後夏季ぱ速に白化するが，俸側の斑紋や触角の色

彩は後までのこつておる。冬季はおそく白化する・。白化することは名称の因をなし吉田裕

氏は先牢（1941）釜山でごのエビにツノナガシロェビの新称を附けら牝牝。従来，乙のエビ

の記載において，生時の色彩に言及しあるものをみないが，体側の藍青色の斑紋恒ついて

は・ごとに注目に値するものがあるから・漁く中の現場から興作為に求めてき牝313個体に

ついて，一応観察し牝ところを以下述べてみよう。上述の若きものでは斑紋はまだ生じてな

い0

　9は，腹部第刈二。三節の側面下方に1箇すつ顕著なる藍青色の斑紋を有するのが普通

である。ま衣，二般に第二節の斑紋は最も犬きく，かつ，後方に偏在するが故に，第一節の

そ牝との間に目立つへだたりがある。　ご牝ら斑紋の異常として，a）斑紋の全くないものが

稀にあり，b）斑紋は第一節のみにあつて，しかも，痕跡的なるものがあり，c）斑紋は3個

そろつてはいるがヲ全体に小さく，なかんすく，第三節紋は小さくある〉・はご牝を欠ぎ，d）

稀に，第二節紋が大小2箇に分裂せるものがある。

　♂は，有紋のものと無紋のものとがぽぼ棉なかばしているやにみら牝る。有紋といつて

も，それは第一節に隈られて，その形はやや小さく不規則で，色もたいそううすいから，注

喜し本いと昇おξすことがあ肴g31葦個俸を早上の斑稗別にするξ次の共うであるg
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61（抱卵）　　斑紋は概して3箇いずれも顕著である。

♀，226
114　斑紋は3箇いずれも顕著である。

1

313
165

（抱卵せず）
39　斑紋は小，第三節紋は最小あるいはなし。

個体一
12　斑紋は第一節のみで，不明瞭で痕跡的，あるいは無紋。

41　　　無紋。
谷，87 　“’　　　　　皿●　　　　　’　　　　　　　一’　　　　1　　　　　一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一46　　　　斑紋は第一節のみにあつて不明瞭で痕跡的である。

斑紋の不明瞭なる個体については，体の大小によつて♀♂を別ち得るが，申には大小の差の

少い個体があつて，その性別は厳格には第二腹肢の雄性突起（apPendix　mascu1ina）の有

無を検べなげればならなかつ牝。筆者は，このことと前述の若き一個体には斑紋が未だ見ら札

ないこと，および抱卵せる9がそろつて斑紋顕著であることから，9にして斑紋の不明瞭な

る個体は，未威じゆくのものではあるまいかと想像する。抱卵中の卵は黄緑色で美しいが，

発眼卵では淡黒色に変じておる。

　分布二国内は本州中部以甫国外は朝鮮甫部・幸那・台湾・

　附記1宍道湖の漁業者はサンタロウと呼び，佐田本郷（佐太川）では9をシロシカ（白

鹿）♂をオシヵ（男鹿）と〉・うて区別してv・る。けだしこのエビは死後体側の斑紋をのこ

して白化するが，抱卵せる♀ではその斑紋が美しく，そ．牝を彼の鹿の斑になぞらえてシロシ

ヵとなし無紋のエビは体がそろつて小さく抱卵せるもの絶えてなきをみてオシヵとなしプゴ

のであろうが，長い間の経験からとは〉・え，面白い名前がつい牝ものである。サγタロウに

ついては手がかりがない。

　　　　　　　　　　　　8　　月α肋θ〃20〃Zoπ9砂θs　DE　HAAN

　　　　　　　　　　　　　　　　ミナミテナガエビ

　元島根師範学校所蔵の標本の中に，本種にして体の全長およそ90m皿の♂1個あるを

見出し，つ〉・て検するに，ラベルがな〉・ので詳細を知るごとはできないが，おそらく，生徒

の誰かが県下のどこからか，脚の異常に長ざことを珍として，夏休の採集品として提出さ牝

たもののように思わ．れる。標本は完全であつて，次の如く測定さ．牝，鋏の両指は，先端にお

全　　長頭胸甲長額角長腹部長額角歯数
88mm　　　　　　　　　25mm

　　　　　　　　　　　　　　　　8
13mm　　　　　50皿m　　　　　3＋一
　　　　　　　　　　　　　　　　3

V・て合するも両指間に大なる間際をのごし密毛を生せす，腕節は第6表に示すが如くよく指

節の2倍に達す。

　　　　　　　　　　第6表産地不明の肋肋㈱0〃伽彬g伽sの第二鉗脚。第6表　産地不明の肋肋舳〃o脇酔sの第一鉗脚o

座節1長節腕節1前節 指節1全長

第二鉗脚の実長（mm）

左
右

1
5
1
5

2
5
2
6

4
2
4
5

3
5
4
0

1
9
2
1

1
3
6
1
4
8

各節の指節に珂する牛長．

有 0．7 1．4 2．1 1．9 1
一

分布：国内における分布に蘭しては，DEHAAN氏の原記載やDEMAN氏の報文に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）
あるものは別として，本州からは，筆者の報告前には，わすかに鐘倉から報ぜら牝ているに



8畠

　・一　　一　一一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。＿　　　　．、、　、■）、　．　＿　、一．　　　＿、

すぎなかつた。九州は鹿兄島湾から報ぜられているが，四国カ、らも採集さ牝るそあろろふ従

来，本種の日本本土内の分布に関しては稀有の如くにいわれてい牝が，筆者がすでに報じた
　　5）　　　　　　　　　、　　ツガiキ　　　・　　　スフ、
ように，裏日本では石昆の都賀行（邑智郡）・周布（那賀郡）を初めとして，隠岐島は島前に

も島後にもみられるから，少ぐともごれらの地方では左程に稀なるものとは考えられない。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6）
ま杷河只1附近にのみ棲息する毛のでもない。国外では，朝鮮済州島の甫岸西帰浦から。台

r　！

第3図　蔀賀行（邑智郡）産肋肋榊〃6π釦6∫・（左）と同じく肋Zα吻0〃％妙0秘肋銚（有），×鵠，

fig031301.pdf


　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　89

　　　　　　　7）
湾沿海の各地から報ぜら牝てv嶋。

　　　　　　　　　　　　9　　1＝切肋θ肋oκ〃妙oκθ粥8ゐDE　HAAN

　　　　　　　　　　　　　　　　　テナガェビ

　崎形1第4図に絡介する額角の崎形は，宍道湖小境灘から得た幼き49986♂の中に混在韓

してv・牝2個（額角長♀は6mm♂は75mm）と周布川から得ら牝牝adu1tのもので

ある。これは生来の騎形ではなくて，生存中額角が破損をこうむり後にその部分が再生し牝

後天的のものと考えら牝る。

　分布1本州1九州の各地に棲息し，本州の宍道湖。湖山池（鳥取）・琵琶湖。霞ケ浦およ

び北浦などでは，重要な水産業をなしておる。国外では，朝鮮・麦郡沿海各地1台湾に分布

する。このうち，朝鮮のものについては，故土居寛暢氏が，日本内地のものとちがうようだ

というて，京城の恩賜記念科学館で1箇の穣本を大切に所蔵されて〉・たことを覚えている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　附　Cα刎肋閉80Z倣肋ク（lG眠ARD）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アメリカザリガニ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島根県下においては，八束郡大庭村を中心として
　　　　　　　　〆
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　近年著しく繁殖したことは，筆者がすでに調査し
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ている。その発祥の地はその村字大草の有（あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り）部落である。村人はこのエビをびとLくチョ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウセンユビと呼んでいるが。ご牝を村に移し牝最

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　初の入は・朝鮮金泉（慶肯北道）がら終戦の年に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　引揚げたM1婦人であつたから，誰いうとなくチ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ョウセンェビにしテこもののようである。M婦人

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　は，当時松江市相生町の八百屋で1つがいを買い

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　求めて，彼女の家の小庭の池に放しプこものが水田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に逃げて繁殖し牝ものである。1949年の夏には，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　同村黒田睦。大草・山代。大庭1有1佐草をあわ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＊
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　せて160町歩に繁殖した。まさに年間40町歩の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割合である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分制こ関する考察

　　第4図肋1α㈱。舳妙。㈱、ゐに　　　　島根県は・東経131⑪40㌧133．23㌧　北緯34，181

　　　　　みられる額角の崎形，’（上）　　　～3σ211の間にあり1　そのうち本土（石見と出

　　　　　宍道湖産♂，（中）同♀，　　　雲）は・東経13104ぴ～1330201北緯34，181～3げ

　　　　　（下）周布川産字一　　　　　　361にま牝がり・甚だ挾長なるにおいて他県に類

例なく，北東から商西に走る高原性の中国山脈を棟として，目本海へ挾き斜両を威して180

kmつづく。その北半ぱ出雲で商半が石見であるが，筆者の今までの採集調査によつては，

ヌマェビ科の地o鮒〃加α励〃肋〃肋，Cα棚肋αノ妙o〃肋，C．s鮒α伽08肋8居o伽oクと

テナガェビ科の肋1α㈱0〃0昭伽8の如き甫方分子は石見地区にとどまり，出雲地区への

進出はみら牝ない。もつとも，地00〃棚舳∂肋脆〃α肋のみば，出雲のうちでも最も甫方

に伸びて石見に接する飯石郡の赤名から頓原地方まで北上を詐され1てv・るようである。赤名

はおよそ北緯35∵正確には34．57！）線上に位するが，乙の35。線は本邦におげる陸水エビ

　ヰ　同年7月12目附村長前田卓明氏の通信によるg
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類の分布上，甫北両分子を劃する重要な1線である。C鮒倣郷ノφoκ肋が，狛雲と石見

の国境に近き富山（安濃郡）でも採集されておるから，山陰における甫北の境界線は，第

5図に見ら牝るように，35。線よりも少し北方にへ蕉たり，富山と頓原を結ぶ線およびその

附近であるように考えられる。そしてクその線は石見と出雲の国境線と父叉する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9）1o）
　隠岐島における陸水エビ類のファウナは筆者がすでに報じているが，石見と出雲の前述共

有種ば多肌00鮒肋伽伽肋肋カαをのぞき他はすべてこ牝を産する。そ牝に，C鮒肋㈱

肋郷，1αプψ0π肋，C8㈱切伽08カ兆居0伽〃，肋肋㈱0〃0惚伽Sの如き甫方分子を有す

る点において，出雲の沖合に位するにせよ，分布上石見地区に包拮さ牝るべきもので，別区

を設くるに値Lない。こ牝が原因は，対馬暖流の影響をフルにうけて気候温暖びいて水温の

適切なるによるものと考えら牝る。C鮒脇郷肋㈱（トゲナシヌマェビ）は，C8鮒励妙

13ぎ　〆画幽㌔

⑨

4〆

／
　　　〆　　〆　　タ
　φφ
タ

　　ダ
　φ葬
φ

〆

35o

　　　　8　　　　8　　　ダ
　　　タ
　　4　　8　　8
　8
　夢
　8

8

愁

　　㌔

　　　竈
　　　も
　　　㌔　　　　＾
　　　旬、　　！㌧｛
　　　　㌔　　！
　　　　　墨　〆

　　　　⑧　1　　　　．〈、．3

　　　　ノ

　　尊

　　〆　　　　　　、
　　　　　　■　　　　　　／
　　　　　　●　　　　　グ
　　　　　　o　　　　　　、
　　　　　ノ
　　　ぐ
　　　一
　　　！
　　グ
　　イ　　　　　　！・
〉ゾペ㌦㍉〆／’

　　　　　　　38

133。

第5図　鳥根県に拍ける陸水エビ類の分布境界駄

　　川・・“・は石見と閏雲の境界線

　　、　　　　は分布上の璃界鶴
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8肋3とともに東イγド諾島から沖縄に分布し　北上して日本の太平洋側では静岡県下固お
　　　　　　　　　　　　　　　　1）よびその附近を北限としておるようである。日本海側ではそ牝が隠岐に産する旨多改訂動物

図鑑第2262図の下に記さ牝ているが，筆者は数回の渡島に為いてさえ未だ入手し得すにお

る・隠岐島に分布するとすれば，今僕石見の水域においても見串される公算が大きい。次に

島根県における陸水工．ビ類の分布表をかかげよう。

肋榊肋60〃ψ〃醐

＊批06倣肋榊泌励肋1α肋

＊c〃肋舳乏妙鮒

（；αグ2ゴカ2α16〃603チたα

＊Cα肋〃りψ0彬肋

＊C．5θ〃η〃ダ08〃兆居o彬〆α2

11舳肋グ勿鮒肋〃6

Zθ脇ゐりψ伽肋3

＊肋1脇κ0〃10磁伽3

1〕1α1αθ夕πo拠　粥妙o犯2粥3ゐ

類 石　　見　　閏　　雲　　隠　　峻

十十 十十十

・十十一　十

十十　　　　十十

キ

1＋・十1・十十

十

十十

十十

十十十

十十十

十

十十

十

十

ヰ十十

十

十十

　　　　　．（十十十）は多い・（十十！．は普通・（十）少い；＊は南方分子を示す・

　　　　　　　　　　　　　　剃用⑳一般
　池沼のエビ：島根県において，明治44年度より3箇年継続事桑として行わ牝牝る池沼調
　　　　｝1）
査によ牝ば，八東郡に429，能義郡に46，大原郡恒239。仁多郡に265，飯石郡に76多簸

川郡に103，安濃郡に3，邑智郡に116フ那賀郡に2軌美濃郡に4，鹿足郡に171，隠岐

島に12の池沼があることになる。こ牝らの池沼に当時婁．自、せし“動植物の重なるもの及各

種類別産額洲を池沼別にみてゆくと，エビの棲、冒、を報ぜら牝牝るものとしてメ次の如きも

のがある。ご牝らのエビの種類は1，おそらくスヂェビ1テナガェビ1ヌヵヱビの類であろう

郡　　別　村　　別 池沼総数 説篇　　・箇年の産額、
佐　固　村 18 11 計3石2斗5升

古江村 45 27 許94貫匁
乃　木村 10 1 産額不詳

八束郡 岩坂村 15 5 一1池のみ5貫匁，他は産額不詳

伊野村 19 2 産額不詳一

川　津．村 20 1 産額不詳（小蝦）

仁多郡 籏　田　村 57 43 産額不詳

安濃村 波　根　湖 1 1 小蝦百呵

と想像さ牝るが，波根湖の小蝦というは，明にスヂェビである。県下池沼の蓬だ多きに比

しユビの棲、富、せるもの少きは，棲，魯、せざるにあらすして，利用さ牝ておらないごとを物語

るものではあるまいか。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　旭）鈎餌料に供するエビ類；釣餌料のエビについては，雫者が先に報じているように，ヌマ耳
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ビ科ではヌカェビ・ミナ■ミヌマェ’ビ・ミゾレヌマェもテナガェビ科ではスデェ’ビ刃テ才ガ

ェビ（幼者）が広く用いら牝ている。分布の密度からいうてジ石見地区ではミナミヌマェ

ビ・串雲堆区ではヌヵ干ビが多量に用いら仏宍道湖産のテナガェビや高津川のスデェビ

は，秋冬の侯浜田に運ば牝ている。松江市堀川において1クロモ1エビモなどの水草に着い

て棲，富、しておるヌヵエビの量は莫大なもので，釣餌料として採取さ牝ているはもちろんであ

るが・堀川に棲，富、する焦族の天然餌料でもある。近時ここに大いに繁殖しているヵムルチ，
　　ライギョ
方言雷魚（0抄肋ψ肋伽80惚郷）の幼魚（120mm内外）の如きは，1尾でよく20数個

体のヌヵエビを丸飲みして腹部をふくらしている。こ牝らの釣餌料用のエゼ類は，採取さ牝

牝現場でもつてオガクズをまぶして活度や薪鮮度を保ちながら多需要地に引いて釣場に運ば

牝てゆく。安濃郡の羽根湖が千拓地化せられなかつナこ当時は，ここから多量のスヂェビが地

方に賠て吋こ。テナガェビ科のものはも．ちろん，ヌマェビ科のものでも，大きなのは釣針に

刺さ牝るが，ヌマェビ科の小さいものは播餌とLて海上にばらまか牝る。

　食用エビ類：ヌマェビ科のものはフ形は小さいけ牝ども多量に得ら牝るので，立派に食用．

に供さ牝てよいのに，このことあるを聞か庄い。ゆでると，エビは赤変してくるから，不用

の共雑物の中から容易に選別できるものである。県下では，テナガェビやスヂェビが子供の

レクリェションとして，夏季小さい牝も網で熱心にすくわ牝て食膳に上る。業的には宍道湖

のテナガェビとシラタェビが漁猟さ牝ておる。テナガェビは，松江市内にあつては，ぽとん

ど年申店頭に出て為る。

　テナガェピは宍道湖一円でとれるが，簸川郡沿岸には特に多いと漁者からいわれておる。

卸間屋ではこのエビの産額を秘して教えない。漁法はシバヅケ（梁葉漬）あるいはウヵゴ

（魚籠）を用いヲウヵゴの誘餌にはシジミやタニシをつぶしていれるが，蚕踊は高値からあ

まり便わないという。ご牝らの漁法は，エビが夜間は沿岸に近よつて盛に餌をあさるが，日

申は物陰にかく牝て動かないところの習性を利用したものである。シバヅケは宍道湖の特殊

漁法としてフつとに農商務省水産局編纂の“日本水産捕採誌”下巻（P230～232）に紹介

さ牝ておる。すなわち・“出雷国楯縫郡鹿園寺村先宍道湖に於げる麓梁漬は専ら川蝦を漁するものに

して漁場は陸を距るこ1と僕に二十聞許深さ二尋許の処にして漁僕に季節なく年中之を為す英装置は雑木の

枝あるもの数未を結東し英周囲をrウラジ回」の葉を以て包み小縄を以て括り之に長さ三尋許の縄を附げ

其端を本縄に繋く本縄は薬にて製し長さほ適宜とし是に麓梁数東を列ね繋くこと恰も延縄の幹縄に枝赫を

附くるが如くす而して本縄の一端を一本の竹竿に括り英竿を水底に樹て㌧以七縄の流失を防ぎ又本縄に二

ヶ所許長さ三尺位の丸竹に三尋許の小縄を繋き浮標となし以て麓梁を水中に浸し置くものとす漁法ほ前記

の如く装置したる後夏日は五日冬季は三十日蹄泣毎に小舟に漁夫二人乗組み漁場に至り本鰯に繋きたる小

縄を取り微しく麓梁を引揚げ其下へ擦綱を下し此に集まれる鰻を抄ひ摘り順次斯くの如くして漁獲し麓梁

は元の如く沈め置くなり”と書かれてある。

　今もこの漁法にかわりはない，そして，シバの材料は雑木であるが，ヤナギ。クラノキ国

ツバキ・タケの葉などが用〉・ら仏枝先をのごして東のがわは上文のとうりウラジロの葉で

巻いてある。エ・ビはアクや油の多〉・木にはすぐにはつかないと漁者はいい，サンシヨウの木

は逆効果をき牝すというて・用いないごとにしている。1東の直径は元の方でユ尺，束の長

さは60～80cmあつて3ケ所で縄でくくら牝てある。本縄につなが牝る束数ぱ10くら〉・が

■普通で・そ牝ら相亙の間は6m．くらい隔つており，東につなが牝ておる小縄ば1～1．5mが

普通である。シバは春つけごむのであるが，長くおくと縄がくさるので，10月末にはみな

あげてしまうのが常である。

　シヲク耳ビは漁者がす！タロウというgこの耳ビ俸シバヅケに俸かから担もので？建網の
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1種である桝網（ますあみ）か越申網でないとかからな〉・。なぎの日は早朝あげるが，湖が

大風で荒牝ると朝夕2回あげておる。毎年7月から漁獲があり，9月が盛漁期であるが，11

112月ころまでもと牝る。宍遣湖で最も多くとれるところは，浜佐太の酉に見える釜代で，

そこは鼻といわ牝突贈しており横に湾入がある。1952年9月には大風が吹いて湖の水がに

ごつたので，大橋川では漁者が1人で数十貫夕みんなで数百貫もとつたと伝えらておる。皮

が硬くて死後白化することはこのエビの欠点である。
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